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ても最 も充実していた(院長 ArunB･Suwana博士)｡ これは近世タイ史に輝 く名君 Rama三丘
世 (1868-1910)治下に設立された多数の病院の一つとして1889佃 二出発 している｡ しかし当
時は30床の,しかもきわめて閉鎖的な収容施設にすぎなかったのが,1912年タイ国最初の精神
病院として改組 され,1200床の規模となり,今 Rに至る｡以後1937年に第二の病院が Surasthani
にできるまで,唯一の精神病院であり,1942年厚生省が改組 されたとき精神病院として初めて
その管かつ下におさめられたのもこの病院であったことからも,この病院のこの国における申
心性をうかがい しることができる｡現在も精神科医全部の 1/3強がここに在籍 している｡ なお
この病院には神経研究所が付設 されており,二人の日本人医師が病理裾 札 脳波検査の指導に
あたっていた｡パ ンヤオン児童病院は新設まもない (1962年設jJr.)精神薄弱児用 (7才～18才)
のモデル施設で･ これか らの 活躍が期待された (院長 RoschontTasanarnchalae柏士)｡ス
リタエア病院はわれわれが滞在期間の大半をそこですごすことのできたバ ンコク北郊の大病院
で,院長 ChantanaSukawat博士は女医である｡設宜 は1941年｡ちなみにこの国では全体と
して精神科医のなかで女医'JjrIIAめる率が著 しく高 く,かつその地位も活動力も男了宣 優るとも
劣らないo わが国とくらべてまっさきに目につ く表面的な,しかしおそらくかなり根の深い相

















対比は 10,000人当り17床 (昭和40年 6月現在)である｡タイは人口比でいえば 10,000人当り
表 1 タイにおける精神病院数,病床数,患者数 (1958-1965)
外 来 患 者 数 ; 29,925 36,530
10,104 謹 …4打 ≡…4;…日 E3:,……S9
表 2 タイにおける精神病院入院患者疾患別一覧表(1963)















匝 裂画 讐嘉億陣笠 急性!老年脳障害1精神病
!64.02 5.07･ 5.79】 5.53
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病院においてす ら,軽症の分裂病者を数名あっめての集団精神療法がこころみられはじめてい
たし,ソムデ ･チャオプラヤの YanyoungBodharamik博士のように, わが国独自の療法と
して近年欧米でも関心をひかれつつある ｢森田療法｣に深い興味をよせる人もいた｡
































最後の第 4の方向は,異なった文化圏内での精神障害 (分裂病,操 うつ病,神経症等々)ち
比較し,その差異を単に生物学的レベルに帰せしめず,社会文化的環境の相異との関連にも注














れの円本での臨床経験やデータとの比較が狙いとされた点では cross-culturalな方向 で あ っ
た｡そしてわれわれの選んだ主題は,比較精神医学的の課題として耐えうるであろういくつか
のテーマのうちの一つ,｢うつ状態について｣である｡ここで ｢うつ状態｣というとき,｢内Tj(1
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Ⅲ う つ 病 と 自殺一日本一
棟 うつ病あるいは afectivepsychosis,afectivereactionとよばれる一群の なかには,操
とうつの両周期を規則的にしろ不規則的にしろ繰り返すもの,蝶あるいはうつ周期のみの単相
性のもの,病像に若干ニュアンスの差のある退行期うつ病などが含まれるが,昨今わが国では
単相性のうつ病と診断されるものが意外にふえてきている｡京都大学附属病院の外 来 統 計 で















































うつ病に対 しても見出されるのではなかろうか｡筆者 らはかつて次のように述べた こ とが あ
る｡ ｢われわれ日本人一般のなかに抑 うつないし憂うつという方向-の心情の変化を異質なも
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図2 主 要 国 の 年 齢 別 自 殺 率 (1960)
資料 :WHO,EPtdemiologicalandVitalStaiistics･1960･
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難のない現象として識者の関心をあつめている(図2, 3参照)O 自殺曲線C/j二相性 (青少年 と
老年の二つにピークがある)が単に戦後の特異な出来事でな く,｢∵7本のパター ン｣と称すべき
はどすでに長 くつづいていることは,これらのデータを信用するかぎり,図 3に明 らかである｡








ず断念 しなければならな い ｡ しかし,あるいは青少年の自殺既遂者のなかに 予想以上に精神異
軽症 うつ病者の多数が 今日なお精神医学的診療の場に到達 しないで埋 もれているという.′'JlTLi






経過を-て軽快 していく忠君の最悪時の自己陳述を約千字ばかりにまとめたものを 3枚示 し,
それを被検者に一読 してもらい,｢このような人をどう思 うか. -/i/に思 うか, 誰にで もある




























































4. 自殺について｡タイには 日本のように全国的な自殺統計はない｡表 5は上記した Cha-
roen博士の作成になるもo)で,仝精神病院 (6000床)中 の 自殺者と身体的 原因による死亡者
の数であり,白殺者 3(1964年度), 5(1965年度)は大変少ない｡この数字が大きな誤りをもた
死
表 5 タ イ 国 精 神 病 院 に お け る 死 因 統 計
l
総 数
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ないと思われるのは,北部タイの中心地 チェンマイの精神病院 (600名)に 16年間在勤する院
長がその間彼の出会った自殺者は4名であったとのべていたことである｡わが国には精神病院
における自殺に閑する大規模な統計はないが,タイよりはるかに高率なことは申すまでもないO











しかしバ ンコクの救急病院である警察病院一つだけの死因統計をみると (これは表 6に包含
されているものである),表 8のどとく自殺者男女の問に大 した差がない｡ もっとも24才以下
では若干女子が多い傾向にあるから,青少年女子の自殺が同年代の男子にくらべて著しく少な
いということはないのであろう｡全般的にいって,タイでは男子の自殺のほうが,何 らかの社
表 6 自殺手段 その1(バンコク市内7病院の記録から)
年 齢
自殺手段 ･総 数
5-14 】 15-24 i25-44 ;45-64 i 65-
23 t









ない ｡ いずれにして もタイの自殺の問題には今 日の段階では不明の個所が非常に多 い ｡
5. 最後に ｢抑 うつ｣に対するコミュニテ ィの 態度をしるアプローチの 一環として,｢抑 う
つ｣患者に対するタイの 精神科医の考え方を総括 してみると, 分裂病者への治療的関心の高 さ
に くらべ ると一般的にいって ｢うつ病像｣-の彼 らの関心は低いようである｡彼 らはほとんど
例外な く大病院の勤務医であると同時に∴夜間は個人的な開業医であり,各種のうつ病者を取
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(延患者数 165,168)




40-血 45- :不 明
1964
身 体 疾 患 .265 204 61 】2 1
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のような発想をわれわれにさせたのはバ ンコクでみた ｢蛇の精｣ (ムー ･ピイー)という映 画
である｡これは最近テレビドラマとして大当りをとり映画化されたということで,すでにかな
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